
山
奥
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
奮
戦
記

天
童
市
市
民
プ
ラ
ザ
代
表
・
チ
エ
リ
ス
ト

天
童
市
芸
術
文
化
振
興
協
会
事
務
局
長

増
川
誠

釣
年
大
学
文
学
部
文
化
学
科
美
学
及
芸
術
学
専
攻
卒
業

「
山
形
交
響
楽
団
」
奇
跡
的
設
立
の
プ
ロ
セ
ス

S
同
志
社
か
ら
東
北
へ
音
楽
の
灯
を
と
も
す
S

一
、
無
か
ら
有
を
、
「
山
形
交
響
楽
団
」
設
立
の
真
意

人
生
は
酒
酒
と
流
れ
る
大
河
の
よ
う
で
あ
る
。
ど
ん
な
河
の
流
れ
に
も
、

必
ず
最
初
の
一
滴
が
あ
る
。
私
達
に
と
っ
て
、
一
滴
を
流
し
続
け
河
の
流

れ
を
形
作
る
「
源
泉
」
こ
そ
、
最
も
大
切
な
も
の
だ
。

そ
れ
は
、
凝
縮
し
て
充
満
し
た
純
粋
な
心
で
あ
り
、
考
え
で
あ
り
、
出

会
い
で
あ
り
、
愛
で
あ
る
。
私
に
と
っ
て
「
源
泉
」
と
な
っ
た
の
は
、
京

、
、

都
・
同
志
社
で
の
七
年
間
の
生
活
で
培
わ
れ
た
精
神
で
あ
る
。

チ
エ
ロ
と
出
会
い
、
パ
ブ
ロ
・
カ
ザ
ル
ス
に
啓
発
さ
れ
、
ア
ー
モ
ス
ト

館
で
生
活
し
、
新
島
ス
ピ
リ
ッ
ト
に
ょ
っ
て
根
底
か
ら
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
。

こ
こ
で
、
私
は
人
間
と
し
て
ど
の
よ
う
に
生
き
る
べ
き
か
を
学
ん
だ
。

二
十
五
歳
の
夏
京
都
か
ら
山
形
に
戻
っ
た
が
、
京
都
や
同
志
社
に
空

気
の
よ
う
に
、
並
日
通
に
あ
っ
た
も
の
が
、
山
形
に
は
殆
ど
何
も
な
か
っ
た
。

と
ら
と
う

山
奥
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

青
々
と
し
た
田
園
と
峻
厳
な
山
並
み
が
聳
え
る
風
光
の
中
で
、
純
朴
で
現

状
肯
定
的
な
人
々
が
、
ひ
っ
そ
り
と
生
活
し
て
い
た
。

一
九
七
一
(
昭
和
四
十
六
)
年
か
ら
六
年
間
、
私
が
二
十
六
歳
か
ら
三

十
一
歳
の
時
東
北
初
の
プ
ロ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
「
山
形
交
響
楽
団
」
(
以
下

や
全
き
よ
う

山
響
と
呼
ぶ
)
の
設
立
運
動
を
展
開
し
、
チ
エ
ロ
奏
者
兼
事
務
局
長
で
あ

つ
た
。
運
動
を
始
め
て
か
ら
三
年
目
で
楽
団
を
給
料
制
に
し
山
形
市
に
定

住
さ
せ
、
四
年
目
で
、
社
団
法
人
山
形
交
響
楽
協
会
を
設
立
。
地
方
で
八

番
目
の
プ
ロ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
確
立
し
た
。

一
九
七
0
年
代
は
高
度
経
済
成
長
の
途
上
に
あ
り
、
「
地
方
の
時
代
」
到

来
と
叫
ぱ
れ
て
い
た
が
、
山
形
に
は
新
幹
線
も
通
ら
ず
、
中
央
の
出
来
合

い
文
化
の
吸
収
に
努
め
て
い
た
。
内
外
の
一
流
演
奏
家
に
ょ
る
演
奏
会
も
、

あ
る
に
は
あ
っ
た
が
、
旅
人
0
と
し
て
帰
っ
て
し
ま
え
ば
元
の
木
阿
弥
同

然
。
一
向
に
優
れ
た
人
材
も
輩
出
せ
ず
、
人
材
は
中
央
へ
流
出
す
る
ぱ
か

戦
記
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り
。
一
体
い
つ
に
な
れ
ば
、
こ
の
地
に
根
ざ
し
、
未
来
を
耕
す
一
流
の
文

化
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
。
い
つ
ま
で
後
進
県
に
甘
ん
じ
て

)し

い
る
の
か
。
十
年
、
二
十
年
、
半
世
紀
後
の
山
形
の
設
計
を
ど
う
考
え
る

の
か
:
:
:
。
何
よ
り
も
未
来
を
荷
う
子
供
達
に
、
何
を
与
え
遺
す
の
か
。

大
都
市
に
し
か
音
楽
は
な
い
と
い
う
「
常
識
L
 
を
破
る
た
め
に
は
、
自

ら
の
頭
で
考
え
、
実
行
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
受
容
的
立
場
か
ら
、
オ

リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
発
信
者
へ
の
転
換
を
図
ろ
う
。
ひ
な
型
も
経
験
も
な
く
、

不
可
能
と
思
わ
れ
た
可
能
性
を
求
め
、
無
謀
を
省
み
ず
「
巨
大
な
困
難
」

の
壁
を
、
信
念
と
情
熱
と
根
気
で
、
一
っ
ず
つ
切
り
崩
し
た
の
が
山
響
設

立
の
道
程
で
あ
る
。
プ
ロ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
設
立
に
よ
っ
て
生
じ
る
効
果
は
、

一
つ
の
大
学
設
立
に
も
匹
敵
す
る
も
の
が
あ
る
。

山
響
の
設
立
運
動
は
、
ふ
る
さ
と
に
新
し
い
文
化
を
築
き
、
子
供
達
や

県
民
に
本
物
の
音
楽
を
与
え
、
東
北
人
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
と
プ
ラ
イ
ド

と
良
心
を
表
明
す
る
、
命
が
け
の
住
民
運
動
で
あ
っ
た
。

山
奥
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
奮
器

ニ
、
源
泉
・
同
志
社
で
の
こ
と

チ
エ
ロ
と
カ
ザ
ル
ス
と
「
鳥
の
歌
」

私
が
チ
エ
ロ
と
出
会
っ
た
の
は
、
同
志
社
大
学
の
学
生
に
な
っ
た
十
九

歳
の
時
で
あ
る
。
チ
エ
ロ
を
習
い
始
め
て
約
一
年
後
私
は
「
ア
ー
モ
ス

ト
館
」
で
寮
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
ホ
ー
ル
に
は
ス
テ
レ
オ
が
あ
り
、
毎

日
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
レ
コ
ー
ド
を
聞
い
て
い
た
が
、
た
ま
た
ま
パ
ブ
ロ
・
カ

ザ
ル
ス
の
演
奏
に
出
会
い
、
感
動
の
あ
ま
り
動
け
な
く
な
っ
た
。
こ
の
レ

コ
ー
ド
は
、
十
年
後
の
現
在
も
心
の
糧
と
し
て
聴
い
て
い
る
が
、
カ
ザ

ル
ス
が
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
、
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
の
御
前
演
奏
を
し
た
際

の
ラ
イ
ブ
録
音
で
あ
る
。
こ
の
最
後
に
、
ア
ン
コ
ー
ル
と
し
て
弾
い
た
の

が
「
鳥
の
歌
」
で
あ
っ
た
。

悠
然
と
し
た
テ
ン
ポ
の
中
で
、
か
す
れ
た
よ
う
で
あ
っ
て
慈
味
深
く
、

あ
た
た
か
く
朗
々
と
ひ
び
く
チ
エ
ロ
の
音
。
カ
ザ
ル
ス
が
抱
い
て
い
る
人

間
と
自
然
へ
の
限
り
な
い
愛
、
正
義
へ
の
強
い
意
志
、
平
和
へ
の
祈
り
、

そ
し
て
、
亡
命
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
古
里
カ
タ
ロ
ニ
ア
に
寄
せ
る
深
い

望
郷
の
念
。
純
粋
と
謙
虚
と
正
義
と
崇
高
と
、
何
よ
り
も
限
り
な
い
愛
。

「
鳥
の
歌
」
に
内
在
し
て
い
る
力
が
、
私
の
魂
を
洗
い
揺
さ
ぷ
っ
た
。

私
は
こ
の
演
奏
を
聴
く
た
び
に
、
自
分
で
も
弾
く
た
び
に
、
心
が
熱
く

な
り
涙
が
止
ま
ら
な
く
な
る
。
世
の
中
の
無
常
の
底
か
ら
、
哀
し
み
を
乗

り
越
え
て
、
愛
の
波
動
が
ひ
び
い
て
く
る
か
ら
だ
。
後
日
、
山
響
の
設
立

運
動
の
日
々
を
送
り
、
苦
境
の
中
で
た
め
息
ば
か
り
吐
い
て
い
た
時
、
心

の
中
で
こ
の
「
鳥
の
歌
」
が
鳴
り
ひ
び
き
、
私
を
ふ
る
い
立
た
せ
て
く
れ

た
。

今
世
紀
最
大
の
巨
匠
、
チ
エ
ロ
の
神
様
と
い
わ
れ
た
ハ
ブ
ロ
・
カ
ザ
ル

ス
は
、
私
が
山
響
設
立
運
動
を
し
て
い
る
最
中
の
、
一
九
七
三
(
昭
和
四

十
八
)
年
九
十
六
歳
で
死
去
し
た
。
そ
の
二
年
前
、
九
十
四
歳
で
国
連
に

招
か
れ
、
国
連
会
議
場
で
「
国
連
賛
歌
」
を
指
揮
し
た
あ
と
、
ア
ン
コ
ー

ル
に
応
え
て
チ
エ
ロ
を
取
り
出
し
、
潤
ん
だ
声
で
ス
ピ
ー
チ
を
し
た
。

「
生
ま
れ
故
郷
の
民
謡
を
弾
か
せ
て
貰
い
ま
す
。
『
鳥
の
歌
』
と
い
う
曲

で
す
。
カ
タ
ロ
ニ
ア
の
小
鳥
た
ち
は
、
青
い
空
に
飛
び
あ
が
る
と
、
ピ
ー

ス
、
ピ
ー
ス
と
い
っ
て
鳴
く
ん
で
す
:
:
:
」
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新
島
ス
ビ
リ
ッ
ト
と
ア
ー
モ
ス
ト
館
で
の
生
活

三
年
間
に
及
ぷ
ア
ー
モ
ス
ト
館
で
の
寮
生
活
は
、
私
を
根
底
か
ら
変
え
、

別
人
に
し
た
。

①
自
分
と
他
人
を
見
っ
め
、
心
か
ら
の
人
間
関
係
を
築
き
、
一
方
で
は

こ
だ
わ
り
を
持
た
な
い
こ
と
。

②
学
生
で
あ
っ
て
も
人
格
と
識
見
を
高
く
持
ち
、
使
命
に
目
ざ
め
、
社

会
に
背
を
向
け
ぬ
こ
と
。

③
人
問
の
活
動
を
支
え
る
の
に
、
最
も
重
要
な
姿
勢
は
、
愛
と
ス
ヒ
リ

ツ
ト
で
あ
る
こ
と
0

こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
を
、
日
常
生
活
の
中
で
実
践
す
る
訓
練
を
受
け
、
勝

れ
た
寮
生
か
ら
多
大
な
影
響
を
受
け
た
。
そ
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
し
て
、

太
陽
の
よ
う
に
、
空
気
の
よ
う
に
、
新
島
先
生
が
お
ら
れ
た
。
私
達
の
意

識
を
越
え
、
私
達
は
新
島
先
生
の
懐
に
抱
か
れ
、
照
ら
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。ま

た
、
ア
ー
モ
ス
ト
館
で
は
「
主
人
性
」
と
「
国
際
友
愛
篇
」
の
実

践
が
叫
ぱ
れ
て
い
た
が
、
当
時
の
私
の
チ
エ
ロ
と
音
楽
で
は
、
末
熟
過
ぎ

て
こ
れ
ら
を
手
腕
に
運
用
す
る
こ
と
な
ど
、
と
て
も
出
来
な
か
っ
た
。
私

に
と
っ
て
は
、
矛
盾
を
抱
え
た
は
が
ゆ
い
生
活
で
あ
っ
た
。

数
年
後
山
形
に
帰
り
、
山
響
登
運
動
を
展
開
し
、
苦
境
に
立
た
さ
れ

た
時
、
今
こ
そ
新
島
ス
ヒ
リ
ッ
ト
や
ア
ー
モ
ス
ト
館
で
学
ん
だ
精
神
を
、

新
島
襄
の
弟
子
と
し
て
実
践
し
よ
う
と
、
心
に
新
っ
た
。

さ
さ
や

新
島
先
生
は
、
私
の
心
に
畷
か
れ
た
。

「
選
択
の
岐
路
に
立
た
さ
れ
た
ら
、
苦
し
い
方
を
選
び
な
さ
い

「
私
と
い
う
エ
ゴ
を
捨
て
、
献
身
し
な
さ
い
し

「
他
人
の
せ
い
に
せ
ず
、
自
己
を
見
っ
め
て
一
隅
を
照
ら
し
続
け
な
さ

、

)「
謙
虚
に
な
っ
て
、
権
力
に
近
づ
か
ず
、
決
し
て
権
力
者
の
よ
う
に
振
獅

つ
て
は
な
ら
な
い
」

次
の
手
紙
の
一
節
も
心
に
刻
ま
れ
て
い
た
。

「
若
者
よ
、
一
度
戦
っ
て
、
そ
こ
で
止
め
て
は
な
ら
ぬ
。
三
度
戦
っ
た
あ

と
で
さ
え
、
止
め
て
は
な
ら
ぬ
。
刀
折
れ
、
矢
っ
き
て
も
、
戦
い
を
止

め
て
は
な
ら
ぬ
。
真
理
の
た
め
に
は
す
べ
て
の
骨
が
く
だ
け
、
最
後
の

血
の
一
滴
ま
で
流
し
て
は
じ
め
て
止
め
る
の
だ
。
真
理
の
た
め
に
戦
う

の
で
な
け
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
命
は
無
用
で
は
な
い
か
」

私
は
末
熟
で
あ
っ
た
が
、
自
ら
を
信
じ
て
、
こ
れ
ら
の
見
え
な
い
財
宝

を
形
に
現
わ
す
た
め
に
、
喜
び
勇
ん
で
東
北
の
原
野
に
立
ち
向
か
っ
た
。

ド
ン
.
キ
ホ
ー
テ
よ
ろ
し
く
、
風
字
哩
に
ま
っ
し
ぐ
ら
に
:
:
:
0

し
」

山
奥
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
奮
戦
記

三
、
山
形
交
響
楽
団
設
立
の
プ
ロ
セ
ス

「
山
響
L
の
設
立
運
動
は
、
最
初
か
ら
苦
労
の
連
続
で
あ
っ
た
。
プ
ロ
オ

ー
ケ
ス
ト
風
立
と
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
、
ど
こ
に
も
な
か
っ
た
し
、

悲
し
い
こ
と
に
;
協
力
し
て
頂
け
る
だ
ろ
う
"
と
予
想
し
て
い
た
地
元
の

人
々
か
ら
、
ソ
ッ
ポ
を
向
か
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
音
楽
家
が
い
な
い
、
資

金
が
な
い
、
聴
衆
を
育
て
ね
ぱ
な
ら
な
い
、
活
動
家
が
い
な
い
、
事
務
所

か
な
い
:
:
:
と
無
い
無
い
尽
し
で
あ
っ
た
。

受
け
身
で
時
節
を
待
っ
た
ら
永
久
に
訪
れ
な
い
「
機
会
」
を
自
分
達
で

作
る
こ
と
に
し
た
。
山
響
の
設
立
に
賛
同
す
る
音
楽
家
を
、
県
外
や
東
京
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に
求
め
、
準
備
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
し
て
移
入
す
る
こ
と
に
し
た
。
鑑
賞
者

当
初
小
・
中
・
高
な
ど
学
校
に
絞
り
、
教
育
界
の
賛
同
を
得
る
こ
と

、

一
九
七
一
(
昭
和
四
十
六
)
年
山
響
設
立
の
準
備
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
活

動
を
開
始
。
県
下
の
高
校
で
十
四
回
の
巡
回
演
奏
を
実
施
し
、
多
感
な
世

代
の
心
を
揺
さ
ぶ
り
、
教
育
の
現
場
に
旋
風
を
巻
き
起
こ
し
た
。

ス
ク
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
チ
ケ
ッ
ト
を
売
ら
な
く
と
も
、
収
入
が
{
女

定
し
、
予
算
化
が
図
り
易
か
っ
た
。
県
内
外
の
学
校
演
奏
と
若
干
の
一
般

演
奏
会
を
中
心
に
、
山
響
五
力
年
計
画
を
立
て
た
。
計
画
の
通
り
に
進
め

れ
ぱ
、
五
年
で
プ
ロ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
設
立
で
き
る
と
い
う
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
で
あ
る
。

こ
の
年
、
私
は
山
響
設
立
運
動
に
専
念
す
る
た
め
、
レ
コ
ー
ド
会
社
の

職
を
捨
て
た
。
丁
度
そ
の
頃
、
「
の
ぷ
子
L
と
の
出
会
い
が
あ
り
、
結
婚
し

た
。
生
活
費
は
、
妻
の
ぶ
子
が
教
師
や
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
捻
出
し
た
も

の
を
当
て
た
。
こ
れ
で
山
形
在
住
の
団
員
が
二
人
に
な
り
、
二
人
で
無
給

の
事
務
局
を
構
成
し
た
。
文
字
通
り
、
わ
が
家
が
事
務
局
で
、
県
内
外
の

関
係
機
関
や
学
校
に
、
粘
り
強
く
山
響
設
立
の
趣
旨
を
説
明
し
、
演
奏
会

の
開
催
を
依
頼
し
た
。
楽
団
員
(
全
員
演
奏
会
毎
の
エ
キ
ス
ト
ラ
扱
い
)

確
保
の
た
め
、
深
夜
ま
で
東
京
方
面
に
電
話
を
か
け
、
翌
日
は
早
朝
か
ら

返
事
の
電
話
が
鳴
っ
た
。

翌
一
九
七
二
(
昭
和
四
十
七
)
年
、
演
奏
回
数
も
八
十
回
を
数
え
、
九

月
に
山
形
市
と
酒
田
市
で
第
一
回
の
定
期
演
奏
会
を
持
ち
、
よ
う
や
く
山

響
設
立
を
理
解
し
、
山
積
す
る
幾
多
の
問
題
点
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
支

援
者
が
増
え
始
め
た
。
そ
し
て
、
山
響
の
運
営
母
体
と
し
て
、
任
意
団
体

で
は
あ
っ
た
が
「
山
形
交
響
楽
協
会
L
 
が
設
立
さ
れ
た
。
社
会
的
認
知
に

向
か
っ
て
の
確
実
な
第
一
歩
が
開
け
て
き
た
。

山
響
の
特
殊
性
と
七
人
の
侍

翌
一
九
七
三
(
昭
和
四
十
八
)
年
、
山
響
は
ニ
ユ
ー
ス
と
し
て
広
報
さ

れ
、
県
民
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
が
、
山
形
在
住
は
私
達
二
人
の
み
。

持
ち
こ
た
え
る
限
界
に
達
し
て
い
た
。
設
立
呼
び
か
け
人
の
一
人
で
あ
っ

た
指
揮
者
の
村
川
千
秋
さ
ん
が
、
五
名
の
プ
ロ
音
楽
家
を
連
れ
て
、
山
形

に
定
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
全
員
無
給
で
あ
っ
た
が
、
子
供
達
を
教
え

た
り
、
七
人
で
ア
ン
サ
ン
プ
ル
を
組
み
、
演
奏
し
な
が
ら
山
響
を
キ
ャ
ン

ヘ
ー
ン
し
た
。
七
人
の
核
が
で
き
た
。

こ
の
年
、
山
形
市
か
ら
念
願
の
補
助
金
五
十
万
円
が
出
た
。
こ
の
助
成

、
、
、

は
、
私
達
に
と
り
そ
の
信
頼
性
と
、
派
生
す
る
影
響
に
ょ
っ
て
、
五
百
万

円
に
も
匹
敵
し
た
。
こ
の
後
県
と
国
に
補
助
金
を
申
請
す
る
ス
テ
ッ
プ

が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。

山
奥
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
奮
戦
記

楽
団
の
給
料
制
と
協
会
の
社
団
法
人
化

運
動
を
始
め
て
か
ら
三
年
、
楽
団
員
の
山
形
定
住
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

収
入
の
殆
ど
が
、
東
京
か
ら
の
旅
費
と
宿
泊
費
そ
し
て
ギ
ャ
ラ
で
消
え

て
い
た
。
前
年
か
ら
の
運
動
が
効
を
奏
し
、
一
九
七
四
(
昭
和
四
十
九
)

年
に
、
山
形
県
と
国
か
ら
新
た
に
三
百
万
円
ず
つ
六
百
万
円
の
補
助
金
が

得
ら
れ
た
。

演
奏
回
数
も
定
期
二
回
、
ポ
ッ
プ
ス
三
回
、
巡
回
公
演
四
回
、
音
楽
教

室
一
一
七
回
で
、
延
べ
十
万
人
の
人
々
に
、
生
の
演
奏
を
届
け
て
い
た
。

地
方
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
は
、
最
多
の
演
奏
回
数
で
あ
っ
た
。

こ
の
実
績
が
、
東
北
各
県
で
も
支
持
を
得
て
、
こ
の
年
の
十
一
月
、
念

に
し
た
0

は
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願
の
法
人
化
総
可
さ
れ
、
「
社
団
法
人
山
形
交
響
楽
協
会
」
が
誕
生
し
た
。

私
は
チ
エ
ロ
奏
者
を
兼
務
し
な
が
ら
、
事
務
局
長
と
し
て
四
名
の
事
務
局

員
を
抱
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
楽
団
員
二
十
名
を
給
料
化
し
、
山
形
に
定

住
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
。
し
か
し
、
山
響
は
依
然
と
し
て
経
済
的
な
苦

境
に
立
た
さ
れ
て
い
た
。

、贄

山
響
の
背
骨
と
な
っ
た
辺
地
巡
回
コ
ン
サ
ー
ト

山
形
県
内
の
学
校
五
百
校
の
内
、
約
四
分
の
一
が
山
奥
の
辺
地
校
か
小

規
模
校
で
あ
る
。
こ
れ
が
東
北
の
現
実
で
、
特
別
な
配
慮
が
な
い
限
り
、

一
生
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
な
ど
鑑
賞
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
な
現
状
を
打
開
す
る
た
め
に
、
一
九
七
三
S
七
五
年
の
三
年

に
渡
り
、
民
音
と
県
内
各
教
育
委
員
会
の
バ
ッ
ク
ァ
ッ
プ
に
ょ
り
『
山
響

ミ
ニ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
巡
回
コ
ン
サ
ー
ト
』
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
様
子
は
、

新
聞
や
テ
レ
ビ
等
で
全
国
的
に
報
道
さ
れ
た
が
、
そ
の
現
場
の
一
端
を
紹

介
し
た
い
。

第
一
年
次
は
、
楽
団
が
給
料
制
に
な
る
前
で
、
宿
泊
費
も
思
う
に
任
せ

ず
、
毎
日
ほ
の
暗
い
朝
の
五
時
、
山
形
市
か
ら
へ
き
地
の
学
校
ま
で
和
S
即

キ
ロ
の
道
程
を
通
っ
た
。
十
一
月
中
旬
、
晩
秋
の
綾
錦
の
よ
う
な
大
自
然

に
、
み
ぞ
れ
が
ぐ
し
ょ
ぐ
し
ょ
に
降
り
注
い
だ
。
山
間
の
簡
易
道
路
は
ぬ

か
る
み
に
変
じ
、
は
ま
り
込
ん
だ
車
を
押
す
楽
員
の
黒
服
に
、
泥
が
飛
び

散
っ
た
。
会
場
の
体
育
館
は
山
あ
い
の
た
め
一
層
寒
く
、
楽
器
は
冷
え
指

も
か
じ
か
ん
だ
。

そ
れ
で
も
演
奏
が
始
ま
る
と
、
生
徒
は
身
じ
ろ
ぎ
も
せ
ず
聴
き
入
り
、

音
の
一
つ
一
つ
を
全
身
で
受
け
と
め
て
い
た
。
も
っ
と
良
い
演
奏
を
ノ
.

私
達
に
も
気
迫
が
こ
も
る
。
や
が
て
あ
た
た
か
い
静
寂
が
訪
れ
る
。
生
徒

へ
き
ち

亀
分

山
奥
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

、
一
舌
矼

J始、、・
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と
楽
団
の
心
が
一
つ
に
溶
け
合
っ
た
の
だ
。

第
二
年
次
と
三
年
次
は
、
小
中
学
校
が
夏
休
み
中
の
炎
天
下
で
実
施
さ

れ
、
特
に
第
年
次
は
、
台
風
の
災
害
に
遭
遇
し
た
。

前
夜
か
ら
の
暴
風
と
集
中
豪
雨
で
、
山
の
上
に
あ
っ
た
宿
泊
先
の
新
庄

青
年
セ
ン
タ
ー
だ
け
が
無
事
で
、
下
方
の
民
家
は
す
べ
て
二
階
ま
で
浸
水

し
、
道
は
濁
流
に
飲
ま
れ
て
い
た
。
私
達
は
昨
晩
避
難
し
て
お
い
た
楽
器

運
搬
車
ま
で
、
楽
器
を
扣
い
で
濁
流
を
渡
っ
た
。
ず
ぶ
濡
れ
の
演
奏
旅
行

に
な
っ
た
。

そ
の
日
も
十
度
を
越
す
真
夏
日
だ
っ
た
。
湿
度
が
加
わ
り
、
体
育
館

は
ま
さ
に
サ
ウ
ナ
の
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
生
徒
達
は
全
員
待
っ
て
い
て
く

れ
た
。
演
奏
が
始
ま
る
と
、
汗
が
ズ
ポ
ン
に
ボ
タ
ボ
タ
落
ち
た
。
ラ
ン
ニ

ン
グ
シ
ャ
ツ
の
子
供
達
は
、
汗
も
ぬ
ぐ
わ
ず
じ
い
っ
と
、
「
白
鳥
の
湖
」
や

「
チ
ゴ
イ
ネ
ル
ワ
イ
ゼ
ン
L
 
の
演
奏
に
聴
き
い
る
。

開
け
放
っ
た
窓
か
ら
は
、
太
陽
と
蝉
の
声
が
注
が
れ
て
く
る
。
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
と
蝉
時
雨
が
絶
妙
に
調
和
し
た
。
子
供
達
が
演
奏
に
合
わ
せ
て
、

全
身
で
歌
っ
た
か
ん
高
い
合
唱
が
、
山
々
に
こ
だ
ま
し
た
。

群
響
の
丸
山
勝
広
さ
人
と
の
出
会
い
と
、

「
地
方
交
響
楽
団
連
朗
血
」
合
同
演
奏
会

映
画
『
こ
こ
に
泉
あ
り
』
で
有
名
な
、
群
響
の
丸
山
勝
広
さ
ん
と
の
偶

然
の
出
会
い
に
ょ
り
、
山
形
と
山
響
に
奇
跡
が
も
た
ら
さ
れ
た
。

一
九
七
五
年
五
月
、
地
方
交
響
楽
団
連
盟
に
加
入
す
る
た
り
私
は
文

化
庁
教
育
会
館
で
の
総
会
に
出
向
い
た
。
総
会
が
始
ま
る
一
時
間
程
前
、

ロ
ビ
ー
の
隣
り
に
座
っ
て
お
ら
れ
た
紳
士
壽
し
か
け
て
き
た
。
そ
の
方

こ
そ
丸
山
勝
広
さ
ん
そ
の
人
で
あ
っ
た
。

私
は
、
萎
X
の
よ
う
な
丸
山
さ
ん
に
山
響
の
窮
状
を
訴
え
た
。
丸
山
さ

ん
は
身
を
乗
り
出
し
仰
っ
た
。

「
山
響
は
、
三
十
年
前
群
響
が
血
み
ど
ろ
に
な
っ
て
解
決
し
よ
う
と
し
た

状
況
よ
り
、
は
る
か
に
ひ
ど
い
。
こ
れ
は
他
人
ご
と
で
は
な
い
、
放
っ
て

お
け
な
い
0
 
私
で
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
み
ょ
う
:
:
:
」

そ
し
て
、
山
響
を
救
う
手
だ
て
を
考
え
、
一
時
間
後
の
讐
に
、
動
議

と
し
て
提
案
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
地
元
の
市
民
を
ど
う
や
っ
て
山
粋
に

目
を
向
け
さ
せ
る
か
。
文
化
運
動
を
日
の
当
る
場
所
に
持
ち
上
げ
る
、
支

援
体
制
を
強
め
る
に
は
ど
う
す
れ
ぱ
よ
い
か
。
そ
の
上
、
地
元
を
啓
発
す

る
に
は
、
外
か
ら
揺
さ
ぶ
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
動
議
は
次
の
通
り
。

一
、
次
期
総
会
を
東
京
で
は
な
く
山
形
で
開
催
。

ニ
、
各
楽
団
か
ら
三
、
四
名
の
団
員
を
山
形
(
山
響
)
に
派
遣
し
、
友

情
に
ょ
る
連
盟
の
合
同
演
奏
会
を
開
催
す
る
。

三
、
各
団
の
文
化
庁
助
成
金
を
削
り
、
そ
の
分
を
山
縛
に
ま
わ
す
。

動
議
は
万
場
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。
私
は
神
の
は
か
ら
い
で
は
な
い
か

と
さ
え
思
い
、
心
で
泣
い
た
。

十
月
に
な
っ
て
、
朝
日
新
聞
が
「
全
国
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
、
山
響
の

苦
境
を
救
い
、
励
ま
す
友
情
公
演
L
 
と
報
道
し
て
か
ら
、
マ
ス
コ
ミ
各
社

が
取
材
の
た
め
山
形
を
訪
れ
た
。
市
民
の
中
か
ら
;
地
元
が
こ
ぞ
っ
て
迎

え
な
け
れ
ば
"
と
い
う
機
運
が
高
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
山
形
市
長
を
委
員

長
と
す
る
百
人
の
実
行
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
山
響
に
メ
ス
が
入
り
、
苦

境
と
財
政
難
な
ど
の
病
巣
が
、
市
民
の
前
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
、
よ
う
や
く
み
ん
な
の
も
の
と
な
っ
た
。
あ
れ
か
ら

二
十
年
、
灯
は
燃
え
続
け
て
い
る
。

山
奥
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
奮
器
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同
志
社
で
の
教
育
の
試
み

今
春
同
経
会
が
開
設
し
た
「
寄
付
講
座
」
の
中
で
、
故
松
井
七
郎
大
学

名
誉
教
授
の
次
男
・
松
井
純
静
岡
新
聞
兼
静
岡
放
送
社
長
が
五
月
三
0
日

「
若
者
の
活
字
離
れ
が
進
ん
で
お
り
、
若
者
が
新
聞
を
読
む
癖
を
つ
け
る
に

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
教
え
て
ほ
し
い
し
と
言
わ
れ
た
。
そ
の
時
私
は
「
今

ま
で
新
聞
な
ん
て
テ
レ
ビ
欄
か
ス
ポ
ー
ツ
欄
し
か
見
な
か
っ
た
の
が
、
今

で
は
新
聞
の
一
面
し
か
も
経
済
欄
か
ら
読
む
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
私

の
生
徒
の
感
想
文
を
思
い
出
し
ニ
ャ
ッ
と
笑
っ
た
。
同
志
社
だ
か
ら
こ
そ

出
来
る
私
の
教
育
実
践
の
小
冊
子
『
生
徒
の
感
動
に
支
え
ら
れ
て
S
経
済

の
学
習
内
容
と
生
徒
の
感
想
文
』
を
昨
年
作
成
し
た
の
で
紹
介
し
た
い
。

私
は
一
九
六
八
年
に
入
社
し
、
そ
の
翌
年
に
「
歴
史
」
を
教
え
た
が
、

そ
の
年
以
外
ず
っ
と
「
経
済
L
 
だ
け
を
教
え
る
幸
運
に
恵
ま
れ
た
。
そ
れ

だ
け
に
経
済
に
対
す
る
生
徒
の
関
心
を
高
め
る
た
め
様
々
な
試
み
を
実
践

し
て
き
た
。
一
九
六
八
1
七
二
年
は
、
八
幡
・
富
士
の
合
併
な
ど
新
聞
記

事
を
読
ま
せ
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
を
作
成
さ
せ
た
り
、
合
併
に
賛
成
か
反

対
か
な
ど
討
論
会
を
実
施
し
た
。
そ
の
時
声
を
震
わ
せ
な
が
ら
発
口
し
た

女
子
生
徒
の
子
供
を
今
教
え
て
い
る
。

七
三
年
の
石
油
危
機
後
物
不
足
に
ょ
る
物
価
高
騰
や
福
祉
の
問
題
、

空
港
騒
音
問
題
な
ど
が
新
聞
紙
ヒ
を
賑
わ
せ
た
。
私
は
生
徒
た
ち
に
こ
れ

ら
の
問
題
を
自
由
研
究
と
し
て
グ
ル
ー
プ
で
実
地
調
査
を
さ
せ
、
三
学
期

に
授
業
の
中
で
発
表
さ
せ
た
訪
問
・
調
査
の
引
率
は
毎
年
八
S
十
数
ケ

所
に
及
ん
だ
。
大
阪
空
港
の
騒
音
や
住
民
の
声
を
テ
ー
プ
で
流
し
な
が
ら

生
き
生
き
と
発
表
し
て
い
た
生
徒
た
ち
の
顔
を
思
い
出
し
つ
っ
、
「
あ
の
頃

番
熱
が
あ
り
、
同
中
の
自
由
研
究
の
レ
ベ
ル
は
高
か
っ
た
な
あ
」
と

か我
な
が
ら
感
心
し
て
い
る
。

成
績
表
が
七
0
年
頃
か
ら
分
析
評
価
と
な
っ
た
の
で
ほ
と
ん
ど
の
教
科

が
生
徒
全
員
に
自
由
研
究
を
課
し
て
い
た
が
、
生
徒
の
負
担
が
重
く
な
っ

▲

田
島
繁

中
学
校
教
諭

同
志
社
で
の
教
育
の
試
み
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た
の
で
、
十
数
年
前
か
ら
生
徒
が
教
科
を
選
べ
る
選
択
制
と
な
っ
た
。
そ

こ
で
私
は
ほ
と
ん
ど
の
教
科
が
行
っ
て
い
る
授
業
ノ
ー
ト
提
出
時
に
授
業

に
関
連
し
た
新
器
事
と
そ
の
要
約
・
感
想
を
書
い
た
新
鼎
事
ノ
ー
ト

を
同
時
に
提
出
さ
せ
て
い
る
。
九
五
年
度
卒
業
生
は
「
経
済
を
習
う
前
ま

で
は
新
聞
は
テ
レ
ビ
欄
テ
レ
ビ
は
ド
ラ
マ
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
と
マ
ン
ガ
し

か
見
な
か
っ
た
私
が
、
新
聞
の
経
済
欄
を
読
ん
で
、
ニ
ュ
ー
ス
ス
テ
ー
シ

ヨ
ン
を
見
て
い
る
。
す
ご
い
成
長
し
た
な
あ
と
思
う
」
「
自
分
が
社
会
に
向

け
て
大
き
く
一
歩
を
踏
み
出
し
た
よ
う
な
気
分
。
そ
れ
が
今
の
心
境
。
経

済
は
将
来
役
に
立
っ
。
何
年
後
か
に
こ
の
経
済
で
学
ん
で
き
た
一
年
間
を

と
て
も
大
切
な
も
の
に
思
う
日
が
絶
対
来
る
と
思
う
。
こ
の
一
年
間
で
得

た
も
の
、
そ
れ
は
私
の
宝
物
で
す
」
と
う
れ
し
い
慧
。
こ
の
よ
う
な
生

徒
の
感
想
文
に
励
ま
さ
れ
な
が
ら
、
毎
年
九
月
と
二
月
、
三
二
0
名
の
新

聞
記
事
ノ
ー
ト
を
読
ん
で
い
る
。

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
は
毎
年
多
く
の
同
中
生
が
優
秀

な
賞
を
受
賞
し
て
い
る
が
、
昨
年
鈴
木
理
紗
さ
ん
が
全
国
で
一
位
、
第
一

回
大
蔵
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
。
(
同
女
高
の
中
野
麻
由
子
さ
ん
も
昨
年
全
国

一
位
の
国
税
庁
長
官
賞
を
受
賞
)
同
中
の
父
母
に
は
入
学
時
に
寄
付
を
戴

い
て
い
る
の
で
、
税
金
で
そ
の
一
部
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
生
徒
に
確
定
申

告
の
仕
方
を
教
え
て
い
る
。
毎
年
テ
ス
ト
で
国
税
還
付
金
の
計
算
問
題
を

電
卓
持
込
可
で
出
題
し
て
い
る
。
「
確
定
申
告
を
母
が
し
て
ぃ
る
の
を
見

て
、
面
倒
く
さ
そ
う
だ
な
あ
と
思
っ
て
い
た
が
、
私
で
も
出
来
る
よ
う
に

詳
し
く
教
え
て
も
ら
え
て
楽
し
か
っ
た
。
京
都
新
聞
社
主
催
の
税
の
座
談

会
に
出
席
し
た
時
『
学
校
で
ど
ん
な
税
金
の
勉
強
を
し
て
ぃ
る
の
っ
・
』
と

聞
か
れ
、
『
確
定
申
告
の
仕
方
と
か
:
・
』
と
い
う
と
、
上
京
税
務
署
長
を
含

め
、
み
な
さ
ん
と
て
も
驚
か
れ
て
い
ま
し
た
。
姉
に
話
す
と
『
私
も
そ
ん

鼠
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な
こ
と
知
ら
な
い
。
教
え
て
ノ
.
』
と
一
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
に
内
{
谷
の

濃
い
学
習
が
で
き
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
。
確
定
申
告
書
の
作
成

や
上
京
税
務
署
訪
問
な
ど
、
同
中
の
租
税
教
育
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
が
評
価

さ
れ
、
昨
年
「
租
税
教
育
モ
デ
ル
校
」
に
指
定
さ
れ
、
ま
た
全
国
納
税
貯

蓄
組
合
連
合
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
た
。

二
十
年
程
前
に
、
久
保
校
長
か
ら
「
田
島
く
ん
株
持
っ
て
い
る
?
経
済

を
教
え
る
な
ら
株
を
買
わ
な
い
と
し
と
一
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

三
年
前
か
ら
経
済
の
動
き
に
敏
感
に
な
っ
て
も
ら
お
う
と
「
マ
ネ
ー
ゲ

ー
ム
」
を
授
業
に
導
入
し
た
。
一
千
万
円
を
も
と
で
に
株
を
買
い
、
売
る

と
決
め
た
翌
日
の
新
聞
の
株
価
で
売
却
す
る
。
二
S
三
週
間
売
買
し
、
そ

の
結
果
を
感
想
文
を
つ
け
て
報
告
さ
せ
た
。
「
父
親
に
女
相
場
師
と
呼
ば
れ

た
。
 
F
株
と
1
株
が
う
な
ぎ
登
り
に
士
が
っ
て
行
く
の
を
発
見
。
私
は
相

場
師
に
本
気
で
な
っ
た
。
 
F
株
を
二
千
株
。
以
前
か
ら
上
が
っ
て
い
た
株

な
の
で
五
日
ぐ
ら
い
で
売
ろ
う
と
思
っ
た
が
も
う
二
日
待
っ
た
。
や
っ
ぱ

り
上
が
っ
た
。
儲
け
は
少
な
か
っ
た
が
少
し
こ
つ
を
つ
か
ん
だ
感
じ
が
し

た
。
楽
し
か
っ
た
」
「
三
十
日
間
延
べ
一
五
六
回
株
を
売
却
し
八
0
五
万
円

得
を
し
た
。
有
価
証
券
取
引
税
が
一
二
二
万
円
で
、
税
引
後
の
利
益
は
六

八
三
万
円
だ
っ
た
。
米
国
で
は
中
学
、
一
局
校
で
マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
を
か
な
り

本
格
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
聞
い
た
。
日
本
の
中
学
校
で
や
っ
て
い
る

の
は
少
な
い
の
で
は
?
米
国
で
は
マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
を
開
始
し
た
日
の
デ
ー

タ
を
証
券
会
社
が
協
力
し
て
コ
ン
ヒ
ユ
ー
タ
上
に
入
力
し
、
コ
ン
ピ
ユ

タ
で
シ
ユ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
結
果
を
だ
し
て
い
る
。
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な

事
が
日
本
で
も
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
ゲ
ー
ム
を
し
な
が
ら
考
え
て
い

た
」
と
。
日
本
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
急
速
に
発
展
し
て
い
る
現
在
、

米
国
の
よ
う
に
株
の
売
買
を
仮
想
体
験
で
き
な
い
か
と
証
券
会
社
に
問
い

合
わ
せ
て
み
た
。
「
今
春
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
バ
ー
チ
ャ
ル
株
式
投
資
ク
ラ

ブ
を
開
設
し
た
の
で
可
能
で
あ
り
、
大
学
・
一
局
校
で
も
利
用
さ
れ
て
い
る
」

と
。
六
月
に
発
表
さ
れ
た
日
本
版
ビ
ッ
グ
バ
ン
の
実
施
計
画
に
ょ
り
、
日

本
の
貯
蓄
形
態
も
預
貯
金
中
心
か
ら
米
国
の
よ
う
に
株
や
債
券
に
重
心
を

移
し
て
ゅ
く
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
ま
た
パ
ソ
コ
ン
は
こ
れ
か
ら
絶
対
必
要

で
あ
る
が
、
三
年
生
に
聞
い
て
み
る
と
使
っ
て
い
る
生
徒
は
少
な
い
。
そ

こ
で
今
年
は
パ
ソ
コ
ン
に
も
強
く
な
っ
て
も
ら
お
う
と
、
夏
休
み
前
の
授

業
で
、
株
式
会
社
の
単
元
で
、
バ
ソ
コ
ン
上
で
の
株
の
売
買
の
仮
想
体
験

0
、ノ

を
勧
め
て
み
た
。
早
速
バ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
い
る
生
徒
が
質
問
に
き
た
の

で
、
操
作
方
法
を
プ
リ
ン
ト
し
、
関
心
あ
る
生
徒
に
配
布
し
た
。
夏
休
み

後
に
、
「
マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
」
に
対
し
、
生
徒
が
ど
ん
な
感
想
を
寄
せ
る
の
か

楽
し
み
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
中
学
校
で
は
五
人
一
組
で
一
ム
ロ
の
ハ
ソ
コ

ン
を
も
ち
、
授
業
中
相
談
し
な
が
ら
パ
ソ
コ
ン
上
で
株
を
売
買
し
て
い
る
。

全
米
規
模
の
大
会
が
あ
り
、
優
勝
チ
ー
ム
は
N
Y
の
証
券
取
引
所
に
招
待

さ
れ
る
と
新
聞
に
の
っ
て
い
た
。
昨
年
八
月
私
が
同
所
を
訪
れ
た
時
は
五

六
0
0
ド
ル
台
だ
っ
た
の
に
、
こ
の
一
年
で
五
0
パ
ー
セ
ン
ト
も
上
昇
し

た
の
は
全
米
中
の
学
生
を
も
巻
き
込
ん
だ
株
へ
の
熱
気
が
影
響
し
て
い
る

の
で
は
と
思
っ
た
。
バ
ー
チ
ャ
ル
株
式
投
資
を
通
し
て
生
徒
達
が
ハ
ソ
コ

ン
に
慣
れ
親
し
み
、
ま
た
「
先
を
読
む
」
た
め
、
日
本
や
世
界
の
「
今
」

の
政
治
・
経
済
・
社
会
に
ょ
り
強
い
関
心
を
も
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
う
。

同
志
社
な
ら
で
は
の
新
た
な
教
育
実
践
を
今
年
は
こ
の
分
野
で
一
歩
踏
み

出
し
て
み
ょ
う
と
思
う
。
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